
意見交換会実施報告書 

       令和４年８月２９日 

 

赤穂市議会議長 様 

  総務文教委員会委員長 土遠 孝昌  

 

総務文教委員会は、下記により意見交換会を実施したので報告する。 

  記 

 

開催日時 令和４年 ８月２２日（月）午後７時００分 ～ ８時３０分 

開催場所 赤穂市役所 ２階 ２０４、２０５会議室 

意見交換会テーマ 赤穂市各小学校における PTA活動の現状と課題について 

出席委員 

代表者：土遠 孝昌     山田 昌弘 

司会者：安田 哲      山野 崇 

記録者：深町 直也     榊  悠太 

相手方団体名 

及び参加者数 

赤穂市小学校 PTA 

各小学校 PTA会長 １０名 

主な意見等 ・PTAは任意団体であり、入会意思を確認しなければならない。

他の町であるような、PTAに参加していないと行事に参加できな

くなるような、義務のようなことはあってはならない。 

・コロナの影響により、ここ２年間行事が制限されることになっ

てしまった。従来のイベントが無かったことで、保護者の意識が

変わってきている。イベントを開催することに対して保護者側が

ネガティブになってきている。 

・保護者の意識が変わってきている。地区懇談会でラジオ体操な

どに対して本当に行う意味があるのかという意見もある。 

・行事を復活させようとすると、できるわけがないなどと全面否

定する意見も出てくる。保護者の負担から、何でもかんでもやめ

ておけというような意見も出ている。 

・行事の復活のためには、いきなり全面的に復活させるというこ

とになると反対意見が出てくるので、段階的に復活させることが

良いと考えている。今年いきなり復活させようとしたのでそこは

反省点。 

・昔の PTA と今の PTA では負担の大きさに違いがある。昔の



PTAは人数も多く勢いがあった。 

・今、御崎では子ども会がなくなってしまっており、PTAに全面

的に負担が回ってくる状況。 

・PTAが盆踊りを中止すると決定することになり、PTAが悪者に

なってしまい、心苦しい。 

・婦人会もほとんどなくなってしまっている。 

・PTAは大変ではあるが、あるべき存在。子どもたちとも先生た

ちとも仲良くなるし、仲間もできる。 

・次の人への引継ぎを行うことが難しい。資料や USB の引継ぎ

を行うことは出来るが、実際に行事などを行う部分が、ここ２年

行っていないので困難である。 

・少子化が進んでいる他、共働きの家庭も増えてきており、PTA

活動を行うことが大きな負担となってきている。 

・コロナ禍の中で、様々な行事が中止や規模を大きく縮小せざる

を得ない中で、清掃活動など少しずつでも活動を行うことが出来

ている部分もあり、そこは良かった。 

・会長になりたいという人がほとんどいない中で、児童の数の少

ない学校では、ほぼ２人くらいの中で決定するような形になって

いる場合もある。圧のような形で決まってしまっている場合もあ

る。 

・地区水泳も実施が困難になってきている。 

・坂越では、最近学校の清掃活動を行った。徐々に再開していけ

たらと思っている。 

・赤穂西では、野球も維持することが出来ず、大きなところに入

ることになった。地域のつながりが薄まってきている。 

・有年では、プロジェクターで音楽会を視聴する形を取ったが、

感動や盛り上がりには欠けた。小学生陸上も無くなり、寂しいと

いう意見も聞いている。 

・コロナ禍で行事が無くなり、名ばかりの PTAのような状況にな

ってしまっている。 

・PTAとして出来ることが難しくなってきており、市の組織とし

て出来ることはないかと感じている。 

・有年原では、先生が一度に大きく異動し、引継ぎがやりにくく

なった。 

・原小学校と有年小学校が統合されるのではないかという話を聞

いたが、学校が統合されれば地域の活気が間違いなくなくなると

考えているので、反対の意思がある。 



・赤穂小学校でお迎えの車が並んでいる。大きな道でもないので、

車が止まっていると他の車が通るときに危ない。ルールを決めな

いといけない。 

 

委員会のコメント 

 

・赤穂市の１０名の PTA 会長が集まることができる会議があれ

ばよいと考えている。 

・コロナ禍の中で、PTAの皆さんがどのような悩みをかかえてい

て、難しい状況の中でどのように活動を行っているか、コロナだ

けでなくどのような問題を抱えているか、当事者の皆さんの生の

声を聞くことが出来、非常に有意義な意見交換会となった。 

・今後も、PTAの皆さんと意見交換する場があればよいと感じた。 

・今回の意見交換会で出た意見等を今後の委員会としての活動や

質問に活かしていきたい。 

 


